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健康科学科

大澤　功

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.保健科教育　改訂第３版．８章　分野別
の教育内容の要点（1）　生活行動と健康
（1）．１．生活行動と健康

共著 2010年３月 杏林書店 編著：家田重晴，
柿山哲治，大澤功，
中野貴博，加藤真裕，
大窄貴史，近藤卓，
高見京太，渡邉正樹，
新井猛浩，後藤ひとみ

pp.117‒121

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.特集の企画にあたって． 単著 2009年12月 学校保健研究，51巻５
号

p.307

2.検査異常者への対応：新型インフルエン
ザ（A/H1N1）を例にして．

単著 2009年12月 学校保健研究，51巻５
号

pp.331‒335

3. Low level of parental bonding might be a 
risk factor among women with prolonged 
depression: a preliminary investigation.

共著 2009年12月 Psyciat Clin Neurosci-
ences. 63巻６号

Handa H, Ito A, 
Tsuda H, Ohsawa I, 
Ogawa T

pp.721‒729

4. Goshajinkigan (Chinese herbal　medicine　
Niu-Che-Sen-Qi-Wan)　improves　insulin　
resistance　in　diabetic　rats　via　the　
nitric　oxide pathway.

共著 2010年２月 Nagoya J Med Sci. 72巻 Hu X, Sato J, Bajotto G, 
Khookhor O, Ohsawa I, 
Oshida Y, Sato Y

pp.35‒42

5. Abdominal circumference should not be a 
required criterion for the diagnosis of 
metabolic syndrome.

共著 2010年７月 Environ Health Prev 
Med. 9巻４号

Shibata K, Suzuki S, 
Sato J, Ohsawa I, 
Goto S, Hashiguchi M, 
Tokudome S

pp.229‒235

6.愛知県内の遊園地，公園等の脱タバコ対
策に関する調査．

共著 2010年９月 東海学校保健研究，34
巻１号

稲垣幸司，家田重晴，
大澤功，中川恒夫，
森田一三，小出龍郎，
野口俊英

pp.37‒44

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.小学校の休憩時間中における負傷が入院
となる要因分析研究

学会
発表

2009年10月 第68回日本公衆衛生学
会総会，奈良

森田一三，中垣晴男，
下村淳子，大澤功，
佐藤祐造

2.小学生の歯周疾患有病と生活習慣要因 学会
発表

2009年10月 第68回日本公衆衛生学
会総会，奈良

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，下村淳子，
佐藤祐造

3.健康づくり　他 一般
演題
座長

2009年11月 第57回東海体育学会，
日進

4.小学校における負傷が入院となる災害の
発生状況の分析

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

下村淳子，森田一三，
中垣晴男，大澤功，
佐藤祐造

5.小学校における負傷が入院となる要因の
テキスト・マイニングによる分析研究

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

森田一三，中垣晴男，
下村淳子，大澤功，
佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

6.総合大学における学生支援，学内連携シ
ステムの構築 ─精神障害を抱えた学生の
事例を通して─

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

外ノ池隆史，糠谷敬子，
大澤功

7.学校安全・安全教育 ポス
ター
発表
座長

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

8.運動と心の健康増進．ストレスアセスメ
ントと対処法（喫煙問題を含む）

講師 2009年12月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会，日進

9. Can the examination of ocular fundus be a 
predictor of chronic kidney disease?

学会
発表

2010年１月 国際疫学会西太平洋地
域学術会議　兼　第20
回日本疫学会学術総
会，越谷

Shibata K, Suzuki S, 
Yasuda Y, Hashiguchi M, 
Sato J, Goto S, 
Ohsawa I, Yano T

10.問診票を利用した糖尿病検診の有用性
～愛知県医師会調査結果より～

講師 2010年３月 平成21年度愛知県糖尿
病対策推進会議学術講
演会，名古屋

11.禁煙活動を通しての健康教育 ─「受動
喫煙防止キャンペーン」の試み─

シン
ポジ
スト

2010年３月 平成21年度愛知学院大
学心身科学研究所シン
ポジウム，日進

12. 生活習慣病（成人病）　メタボリックシ
ンドローム

講師 2010年５月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会，大阪

13.糖尿病患者における GFRと微量アルブ
ミンの組み合わせ評価

学会
発表

2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

後藤慎一，佐々木洋光，
渡邊有三，大澤功，
小池晃彦，押田芳治

14.わが国における糖尿病運動療法の実施
状況に関する調査研究（第二報） ─糖尿病
患者からみた現状について─

学会
発表

2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

佐藤祐造，曽根博仁，
小林正，河盛隆造，
渥美義仁，押田芳治，
田中史朗，鈴木進，
牧田茂，大澤功，
田村好史，渡邉智之

15.地域医療・医療情報３ 一般
演題
座長

2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

16.平成22年度糖尿病対策推進会議地区担
当者連絡会議

司会 2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

大澤功，野田光彦

17.運動時の活動筋疲労感覚と筋交感神経
活動亢進の関係

学会
発表

2010年９月 第65回日本体力医学会
大会，市川

齊藤満，大澤功，
水藤弘吏，長崎大

18. Situation of exercise therapy for patients 
with diabetes mellitus in Japan ̶a joint project 
with the Japan Medical Association̶.

学会
発表

2010年９月 46th EASD Meeting 
(European Association 
for the Study of 
Diabetes），ストックホ
ルム，スウェーデン

Sato Y, Sone H, 
Kobayashi M, 
Kawamori R, Tamura Y, 
Atsumi Y, Oshida Y, 
Tanaka S, Suzuki S, 
Makita S, Ohsawa I, 
Imamura S, Watanabe T

大須賀惠子

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.養護教諭の臨床実習において学生に何を
学ばせるか

共著 2009年10月 学校保健研究第51巻第
４号

藤井寿美子，
大須賀惠子

pp.243‒246

2. Death Education による大学生の生死観の
変化

共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

大須賀惠子，濱畑章子，
大塚静香

pp.17‒24
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

3.幼児のう蝕有病と生活習慣・生活環境複
合要因

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

大須賀惠子，千野直仁 pp.17‒24

4. Prospects for Introducing the Eden 
Alternative to Japan

共著 2010年３月 Journal of 
Gerontological Nursing　
Vol.36, No.3

Otsuka S, Hamahata A，
Komatsu M， Suishu C， 
Ohsuka K

pp.47‒55

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.小学生の歯周疾患有病と生活習慣要因 学会
発表

2009年10月 第68回日本公衆衛生学
会　（奈良市）

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，下村淳子，
佐藤祐造

2.生活習慣病の予防対策「予防は家族ぐる
みで！」

講演
会講
師

2009年11月 愛知学院大学大学院秋
季公開講座（名古屋市）

大須賀惠子

3.児童の永久歯う蝕・歯肉炎有病の相関と
保健指導上の課題

学会
発表

2010年７月 第56回東海公衆衛生学
会（岐阜市）

大須賀惠子，松山吟珠，
渡邉智之

4.認知症の予防と介護 講演
会講
師

2010年７月 介護教室（幸田町） 大須賀惠子

5.介護保険法の理解とサービスの活用方法
について

講演
会講
師

2010年７月 岡崎レインボー友の会
（パーキンソン病患者
会）講演会（岡崎市）

大須賀惠子

片山和男

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.精神科看護実習における学生のストレス
について（2）

共著 2010年８月 ライフケア　ジャーナ
ル第２巻第１号

片山和男，畔柳守男 pp.1‒9.

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.看護学生の精神科実習前後のストレスと
自我状態の関連

学会
発表

2010年９月 ライフケア学会学術大
会，横浜ワールドポー
ターズ

畔柳守男，片山和男

2.ライフケア最前線 市民
公開
パネ
ルデ
ィス
カッ
ショ
ン

2010年９月 ライフケア学会学術大
会，横浜ワールドポー
ターズ

勝木道夫，鈴木正成，
片山和男，柴原孝彦

3. 一般演題 栄養・運動部会 司会 2010年９月 ライフケア学会学術大
会，横浜ワールドポー
ターズ
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北村洋子

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.認定補聴器専門店における実地演習 共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

北村洋子，川口政夫，
成田文昭，平井俊隆，
高見観，市川和幸

pp.77‒82

2.小児の構音発達について 共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

高見観，北村洋子，
加藤理恵，田中誠也，
山本正彦

pp.59‒65

3.構音障害に対する治療効果の音響学的考
察

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

加藤理恵，田中誠也，
高見観，杉山裕美，
北村洋子，南克浩，
古川博雄，辰巳寛，
山本正彦

pp.25‒36

齊藤　満

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Delayed vasoconstrictor response to venous 
pooling in the calf is associated with high 
orthostatic tolerance to LBNP

共著 2010年７月 Journal of Applied 
Physiology, 電子版
doi:10.1152/
japplphysiol.00593.2009

Hachiya T, 
Michael L Walsh, 
Saito M, Andrew Blaber

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.運動時の筋交感神経活動とカテコールア
ミン反応

学会
発表

2010年８月 運動生理学会，鹿児島
大学

齊藤満

2.運動時の活動筋疲労感覚と交感神経活動
亢進の関係

学会
発表

2010年９月 第65回日本体力医学会
大会，千葉商科大学

齊藤満

3.低圧酸素環境における動的運動時の呼吸
循環応答

学会
発表

2010年９月 第65回日本体力医学会
大会，千葉商科大学

片山敬章，石田浩司，
岩本えりか，家光素行，
小池晃彦，齊藤満

佐藤祐造

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.養護教諭講座⑦　新・学校保健（監修：
杉浦守邦，野村和雄）：第5章　疾病管理

単著 2009年10月 東山書房 pp.158‒208

2.学校（園・所）における入院を要する災害
の調査・分析

共著 2010年２月 日本スホーツ振興セン
ター名古屋支所

佐藤祐造，柘植紳平，
中垣晴男，森田一三，
大澤功，下村淳子，
日本スポーツ振興セン
ター名古屋支所職員

pp.1‒39

3.血糖値にぐぐっと効く本：２） 水分を上
手にとるには，酢をまぜた〔酢水〕にすると
よい．疲労の回復も早く，〔血糖値〕の急激な
上昇も抑えられる

単著 2010年５月 主婦の友社 pp.140‒143

4.実践　漢方ガイド ─日常診療に活かす
エキス製剤の使い方（監修：中野哲，森博
美）：推薦のことば「実践漢方ガイド─日常
診療に活かすエキス製剤の使い方」を漢方
初心者の医師，薬剤師に薦める

単著 2010年６月 医学書院 p.5
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A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

5.新版　学校保健概論（松岡弘，渡邉正樹編
著）: ４章　子どもに多い病気と健康障害

共著 2010年９月 光生館 梶岡多恵子，佐藤祐造 pp.43‒60

6.糖尿病ナビゲーター第２版（編集：門脇
孝）: ５章　治療　運動による血糖コント
ロールのメカニズム

単著 2010年９月 メディカルレビュー社 pp.344‒345

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Decreased enzyme activity and contents of 
hepatic branched-chain α-keto acid 
dehydrogenase complex subunits in a rat model 
for type 2 diabetes mellitus.

共著 2009年10月 Metabolism，58巻 Bajotto G, Murakami T, 
Nagasaki M, Sato Y and 
Shimomura Y

pp.1489‒1495

2. Cinnamon extract inhibits the postprandial 
overproduction of apolipoprotein B48-
containing lipoproteins in fructose-fed animals.

共著 2009年12月 Journal of Nutritional 
Biochemistry，20巻

Qin B, Polansky MM, 
Sato Y, Adeli K and 
Anderson RA

pp.901‒908

3. Goshajinkigan (Chinese herbal medicine 
Niu-Che-Sen-Qi-Wan) improves insulin 
resistance in diabetic rats via the nitric oxide 
pathway.

共著 2010年２月 Nagoya J Med Sci， 72
巻（1・２号）

Hu XC, Sato J, Bajotto 
G, Khookhor O, 
Ohsawa I, 
Oshida Y and Sato Y

pp.35‒42

4. Effects of daily mechanical horseback riding 
on insulin sensitivity and resting metabolism in 
middle-aged type 2 diabetes mellitus patients.

共著 2010年８月 Nagoya J Med Sci，72
巻（３・４号）

Hosaka Y, Nagasaki M, 
Bajotto G, Shinomiya Y, 
Ozawa T and Sato Y

pp.129‒137

5.疾病リスク低減と栄養・食事・運動 /メ
タボリックシンドローム

単著 2009年11月 臨床スポーツ医学　ス
ポーツ栄養・食事ガイ
ド，26巻（臨時増刊号）

pp.110‒115

6.特集　運動療法の新展開　Question 糖尿
病運動療法の現況は ?

単著 2009年11月 肥満と糖尿病，８巻６
号

pp.843‒845

7.〈総説〉学校保健活動におけるメタボリ
ックシンドロームの概念の重要性

単著 2010年３月 心身科学，２巻１号 pp.113‒118

8.特集　糖尿病診療の新時代─2010年代の
展望〈見直してみよう普段の治療〉運動療法

単著 2010年１月 内科，105巻１号 pp.55‒59

9.治療の歴史　糖尿病の運動療法 単著 2010年１月 治療学，44巻１号 pp.125‒129
10.リレーエッセイ　糖尿病の運動療法と
個体のインスリン感受性の評価

単著 2010年３月 肥満と糖尿病，９巻２
号

pp.305‒307

11.特集　糖尿病診療の今後の展望 ─運動
療法を効果的に取り込むには─各論　糖尿
病の運動療法　1.日本の現状

共著 2010年５月 臨床スポーツ医学，27
巻５号

佐藤祐造，渡邉智之，
宇野智子

pp.493‒498

12.特別インタビュー　第61回日本東洋医
学会学術総会会頭佐藤祐造先生に聞く !　
「21世紀における漢方医学・医療～基礎と
臨床」をより深めるために

単著 2010年６月 月刊漢方療法，14巻３
号

pp.22‒32

13.第61回日本東洋医学会学術総会の開催
にあたって　21世紀における漢方医学・医
療 ─基礎と臨床─

単著 2010年５月 漢方の臨床，57巻５号 pp.717‒718

14.特集：生活習慣病における身体活動と
スポーツの効能　運動療法の位置づけとそ
のエビデンス

単著 2010年８月 MEDICAMENT 
NEWS. 第2024号

pp.1‒3

15.特別講演「歯周病，糖尿病と漢方治療 ─
歯科医療における漢方治療の可能性を考え
る─」

単著 2010年８月 日本歯科東洋医学会
誌，29巻（１・２）号

pp.63‒69

16.Topics 生活習慣病患者の運動療法 単著 2010年９月 Osteoarthritis Update.
３号

pp.33‒36
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C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.日本糖尿病専門家推薦　野菜を沢山食べ
て室内乗馬が血糖を下げる

単著 2009年10月 連合報，10/26付 生活新信面頁
なし

2.くらしの泉　Healthおせち料理 単著 2009年12月 INFORMO，63巻 pp.15‒16
3.くらしの泉　Healthお花見 単著 2010年３月 INFORMO，64巻 pp.7‒8
4.糖尿病の合併症「神経障害」にも牛車腎気
丸は著効で，しびれ・EDも退き，改善率は
約七割

単著 2010年６月 わかさ，21巻6号 p.134

5. 単著 2010年５月 楽らくダイエット　
ご利用の手引き .

監修：佐藤祐造 pp.1‒6

6.「食事と運動」などの生活習慣の重要性 単著 2010年５月 楽らくダイエット　
ご利用の手引き .

監修：佐藤祐造 p.7

7.お酢&レモンには，メタボの予防作用も !　
気になる内臓脂肪が減り，血糖値の上昇も
ゆるやかに

単著 2010年２月 日経ヘルス　プルミエ，
３巻４号

p.38

8.策定にあたって 単著 2010年３月 日進市スポーツ振興基
本計画

頁なし

9.イベント報告　平成21年度日本糖尿病協
会「糖尿病シンポジウム in 香川・佐賀」　
講演抄録「運動療法～糖尿病の予防と治療
に役立つ運動療法～」

単著 2010年２月 月刊糖尿病ライフ　さ
かえ，50巻２号

p.19

10.第44回糖尿病学の進歩　ランチョンセ
ミナー11「2型糖尿病治療の新展開 ─メト
ホルミンの新たな可能性と有用性を考える
─」

共著 2010年５月 リーフレット（大日本製
薬㈱

座長：佐藤祐造，
演者：田中逸

頁なし

11.メタボを解消する運動のコツ 単著 2010年４月 B A N Y U  V I D E O 
LIBRARY　健康啓発ビ
デオシリーズ（万有製薬
㈱，３巻

監修：佐藤祐造 DVD

12.血糖値を下げる効果的な運動療法 単著 2010年４月 B A N Y U  V I D E O 
LIBRARY　健康啓発ビ
デオシリーズ（万有製薬
㈱，20巻

監修：佐藤祐造 DVD

13.夏の健康管理について 単著 2010年７月 楽らくダイエット，7/12
～7/25号

p.19

14.くらしの泉　Health 夏の嗜好飲料 単著 2010年５月 INFORMO，65巻 pp.7‒8
15. 3大学連携　健康講座 単著 2010年２月 中日新聞（なごや東版），

2/5付
p.16

16.第61回日本東洋医学会学術総会の開催 単著 2010年１月 漢方の臨床，57巻１号 pp.46‒47
17.故　美坂幸治先生のご逝去を悼む 単著 2010年６月 学校保健研究，52巻２

号
p.105

18.第61回日本東洋医学会　日常的診療で
の治療難渋例に漢方が効果的

単著 2010年８月 Medical Tribune，43巻32
号

p.24

19.くらしの泉　Health 秋の味覚　柿 単著 2010年９月 INFORMO，66巻 pp.7‒8
20.日本東洋医学会第61回学術総会（経穴の
有力候補）ポリモーダル受容器の最新知見
紹介（記事）

単著 2010年６月 鍼灸柔整新聞，6/25付
（883号）

p.2

21.医科歯科連携でシンポ　日本東洋医学
会で初の開催（記事）

単著 2010年６月 日本歯科新聞，6/15付 不明

22.インタビュー ─この人に聞く─糖尿病
の現代医学的漢方薬研究の草分け　調整役
を自認する熱く深い漢方への思い

単著 2010年２月 Kampo Square，114号 pp.1‒9 (http://
www.tsumura.
co.jp/)

23.第61回日本東洋医学会学術総会「21世紀
における漢方医学・医療」

単著 2010年５月 漢方医薬新聞，5/15付
（477号）

pp.1‒10
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C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

24.第61回日本東洋医学会学術総会「21世紀
における漢方医学・医療～基礎と臨床～」

単著 2010年５月 薬 事 日 報，5/31付（ 第
10836号）

pp.4‒9

25.「心と体は一つ」漢方の思想紹介（記事）単著 2010年６月 中日新聞（愛知県内版），
6/6付

p.28

26.第61回日本東洋医学会学術総会　市民
公開講座　ビューティフルエイジングと漢
方 ─美しく年を重ねる─

単著 2010年６月 中日新聞，6/27付 p.8

27.すこやかに生きる　日本東洋医学会が
学術総会（記事）

単著 2010年６月 中日新聞，6/11付 p.27

28.第61回日本東洋医学会学術総会　基礎
と臨床 .国際色豊かな大会に（記事）

単著 2010年６月 漢方医薬新聞，6/15付
（479号）

pp.1‒3，p5

29.第61回日本東洋医学会学術総会の開催
に当って　21世紀における漢方医学・医療 
─基礎と臨床─

単著 2010年４月 MEDICAMENT NEWS.
第2012号

p.21

30.笹川記念保健協力財団　日中交流事業　
中国医科大学での内分泌内科学交流報告書

単著 2010年９月 笹川記念保健協力財団，
オンライン

h t t p : / / b l o g .
canpan.info/
smhf/

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.教育講演　運動療法のポイント 学会
発表

2009年10月 第30回日本肥満学会，
浜松

佐藤祐造

2.特別講演　メタボリックシンドロームの
克服に向けて～運動療法からのアプローチ
～

学会
発表

2009年10月 第６回広島保健学学会
学術集会，広島

佐藤祐造

3.内科的疾患予防改善のためのアクアフィ
ットネスの適応と禁忌

講演
会

2009年10月 平成21年度メディカル
アクアフィットネスイ
ンストラクター（内科
的疾患予防改善）資格
取得講習会，名古屋

佐藤祐造

4.メタボリックシンドロームとは 講演
会

2009年10月 平成21年度（第16回）関
節リウマチと生活習慣
病（糖尿病）の在宅管理
と介護研修会，名古屋

佐藤祐造

5. Effect of daily products on postprandial 
change in blood glucose in Japanese healthy 
female students.

学会
発表

2009年10月 19th International 
Congress of 
Nutrition,Bangkok, 
Thailand

Sueda K, Mori K, 
Sakai E and Sato Y

6. A dietary pattern scoring method as a 
platform to promote healthy dietary habits in 
obese individuals

学会
発表

2009年10月 19th International 
Congress of 
Nutrition,Bangkok, 
Thailand

Sakai E, Mori K, Sato Y 
and Sueda K

7.内分泌・代謝系の運動生理とトレーニン
グ効果

講演
会

2009年10月 第22回（平成21年度）健
康スポーツ医学講習
会，東京

佐藤祐造

8.生活習慣病予防の最前線：糖尿病 /メタ
ボリックシンドロームを中心として（1）

講演
会

2009年11月 平成21年度愛知学院大
学放送公開講座，名古
屋

佐藤祐造

9.生活習慣病予防の最前線：糖尿病 /メタ
ボリックシンドロームを中心として（2）

講演
会

2009年11月 平成21年度愛知学院大
学放送公開講座，名古
屋

佐藤祐造

10. Effects of Mongolian traditional medicinal 
plant extract on in vivo insulin action in 
streptozotocin-induced diabetic rats.

学会
発表

2009年10月 20th International 
Diabetes Federation 
(IDF) Congress, 
Montreal, Canada

Khookhor O, Sato Y and 
Nagasaki M
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

11.学校保健におけるメタボリックシンド
ローム対策

講演
会

2009年11月 名古屋市学校保健会昭
和支部研修会，名古屋

佐藤祐造

12. Keynote speech “The diet and the exercise, 
health promotion and prevention of metabolic 
syndrome”

学会
発表

2009年10月 International Conference 
on “The comparison of 
health promotion and 
prevention between 
Taiwan and Japan”
,Taipei, Taiwan

Sato Y

13. Symposium “The diet and the exercise, 
health promotion and prevention of metabolic 
syndrome” .

学会
発表

2009年10月 International Conference 
on “The comparison of 
health promotion and 
prevention between 
Taiwan and Japan”
,Taipei, Taiwan

Sato Y

14. Workshop “The diet and the exercise, 
health promotion and prevention of metabolic 
syndrome” .

学会
発表

2009年10月 International Conference 
on “The comparison of 
health promotion and 
prevention between 
Taiwan and Japan”
,Taipei, Taiwan

Sato Y

15.メタボリックシンドロームの予防：栄
養と運動からのアプローチ

講演
会

2009年10月 平成21年度指導者のた
めの健康・栄養セミナ
ー，名古屋

佐藤祐造

16.糖尿病の運動療法 講演
会

2009年10月 糖尿病シンポジウム in
香川，高松

佐藤祐造

17.特別講演「メタボリックシンドロームの
予防と運動」

講演
会

2009年10月 第16回福島スポーツ医
学研究会，福島

佐藤祐造

18.小学生の歯周疾患と生活習慣要因 学会
発表

2009年10月 第68回日本公衆衛生学
会，奈良

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，下村淳子，
佐藤祐造

19 実行
委員
長

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進

佐藤祐造

20.シンポジウム「体育・スポーツが地域・
社会に果たす役割」

座長 2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進

佐藤祐造

21.運動指導者養成科目における映像を用
いたプレゼンテーション能力向上の効果

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

22.運動・栄養・休養の包括的指導を行う
健康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進

高橋孝郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

23.肥満学生における生活習慣病予防教室
の有用性について

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

24.小学校の休憩時間中における負傷が入
院となる要因分析研究

学会
発表

2009年10月 第68回日本公衆衛生学
会，奈良

森田一三，中垣晴男，
下村淳子，大澤功，
佐藤祐造

25.内科・呼吸・喘息 座長 2009年11月 第20回日本臨床スポー
ツ医学会学術集会，神
戸

佐藤祐造

26.生活習慣病（成人病） 糖尿病 (1） 講習
会

2009年11月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，名古屋

佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

27.生活習慣病（成人病） 糖尿病 (2） 講習
会

2009年11月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，名古屋

佐藤祐造

28. Main symposium 7 “Diabetes and exercise 
: from clinical view points”

学会
発表

2009年11月 The 15th Korea-Japan 
Symposium on Diabetes 
Mellitus, Jeju,Korea

Sato Y

29.小学校における負傷が入院となる災害
の発生状況の分析

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

下村淳子，森田一三，
中垣晴男，大澤功，
佐藤祐造

30.小学校における負傷が入院となる要因
のテキスト・マイニングによる分析研究

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

森田一三，中垣晴男，
下村淳子，大澤功，
佐藤祐造

31.幼児の成長期における立位姿勢の特徴
について

学会
発表

2009年11月 第56回日本学校保健学
会，那覇

柳本有二，坂崎貴彦，
佐藤祐造

32.特別講演「歯周病と糖尿病と漢方治療 
─歯科医療における漢方治療の可能性を考
える─」

学会
発表

2009年11月 第27回日本歯科東洋医
学会総会福岡

佐藤祐造

33.健康寿命を延伸させる秘訣・参加前の
形態測定，血液生化学検査

講演
会

2009年10月 なごや健康カレッジ～
心身ともに健康になる
秘訣～，名古屋

佐藤祐造

34.なごや健康カレッジ総括 講演
会

2009年12月 なごや健康カレッジ～
心身ともに健康になる
秘訣～，名古屋

佐藤祐造

35.生活習慣病の予防と運動「運動にはエビ
デンスがある !」

講演
会

2009年12月 愛知学院大学大学院秋
季公開講座，名古屋

佐藤祐造

36.運動のプログラム管理（3）糖尿病を合併
する場合のプログラム

講演
会

2009年12月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，日進

佐藤祐造

37.運動のプログラム管理（2）高血圧を合併
する場合のプログラム

講演
会

2009年12月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，日進

佐藤祐造

38.特別講演「糖尿病予防と歯科の役割」 講演
会

2009年12月 平成21年度日本口腔衛
生学会東海地方会例
会，名古屋

佐藤祐造

39.運動療法の重要性・低血糖の注意点 講演
会

2009年12月「誰でもできるエアロ
ビック～糖尿病の運動
療法を楽しく～」，名古
屋

佐藤祐造

40.シンポジウム V　メタボリックシンド
ローム対策　メタボリックシンドロームの
予防：治療と運動

学会
発表

2010年１月 第13回日本病態栄養学
会年次学術集会，京都

佐藤祐造

41.糖尿病の運動療法：理論と指導方法 講演
会

2010年１月 第5回兵庫県医師会糖
尿病学術講演会，神戸

佐藤祐造

42.現代人の健康 I　肥満 講演
会

2010年２月 平成21年度運動指導専
門研修会，東京

佐藤祐造

43.メタボリックシンドロームを中心とし
た生活習慣病

講演
会

2010年２月 東名古屋健康カレッジ　
生活習慣病予防教室，
長久手

佐藤祐造

44.基調講演　糖尿病の合併症とその対策 講演
会

2010年２月 平成21年度長寿医療研
究委託　21指－17　第
２回班会議，名古屋

佐藤祐造

45.特別講義　糖尿病・内分泌学 特別
講義

2010年２月 東三河看護専門学校，
豊橋

佐藤祐造

46.シンポジウム「学校における新型インフ
ルエンザをどう考えるか」

座長 2010年３月 平成21年度学校保健シ
ンポジウム，名古屋

長嶋正實，佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

47.生活習慣病予防と運動（糖尿病） 講演
会

2010年３月 平成21年度第第１回特
定保健指導に係る運動
指導担当者研修（THP
運動指導担当者追加研
修）会，東京

佐藤祐造

48.レクチャー糖尿病療養指導に必要な知
識2　糖尿病の運動療法 ─理論と実際─

座長 2010年３月 第44回糖尿病学の進
歩，大阪

佐藤祐造

49.ランチョンセミナー　２型糖尿病治療
の新展開 ─メトホルミンの新たな可能性
と有用性を考える─

座長 2010年３月 第44回糖尿病学の進
歩，大阪

佐藤祐造

50.生活習慣病の予防と運動 講演
会

2010年３月 新春講演会（日本冬桜
の会），名古屋

佐藤祐造

51.問診票を利用した糖尿病検診の有用性
～愛知県医師会調査結果より～

座長 2010年３月 平成21年度愛知県糖尿
病対策推進会議学術講
演会，名古屋

佐藤祐造

52.歯周病は糖尿病の合併症か ? 座長 2010年３月 平成21年度愛知県糖尿
病対策推進会議学術講
演会，名古屋

佐藤祐造

53.肥満予防改善のためのアクアフィット
ネスの適応と禁忌

講演
会

2010年３月 平成21年度メディカル
アクアフィットネスイ
ンストラクター（肥満
予防改善）資格取得講
習会，名古屋

佐藤祐造

54 理事
長

2010年３月 第14回日本体力医学会
東海地方会学術集会，
名古屋

佐藤祐造

55.特別講演「高齢者の体力と健康─長期縦
断疫学研究（NILS-LSA）から」

座長 2010年３月 第14回日本体力医学会
東海地方会学術集会，
名古屋

佐藤祐造

56.スポーツを行って生活習慣病を予防し
よう

講演
会

2010年３月 日進市スポーツ振興基
本計画説明会，日進

佐藤祐造

57.特別講演 II「子どものメタボリックシ
ンドロームの予防：歯科医の果たす役割」

学会 2010年５月 第48回一般社団法人日
本小児歯科学会大会，
名古屋

佐藤祐造

58.教育講演3「糖尿病の運動療法─身体活
動能力の維持・向上を目指して」

座長 2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

佐藤祐造

59.わが国における糖尿病運動療法の実施
状況に関する調査研究（第二報） ─糖尿病
患者からみた現状について─

学会
発表

2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

佐藤祐造，曽根博仁，
小林正，河盛隆造，
渥美義仁，押田芳治，
田中史朗，鈴木進，
牧田茂，大澤功，
田村好史，渡邉智之

60. Vaccinuim vitis idaea (Ericaceae) fruit 
extract with potential glucose utilization 
enhancing effect in rats.

学会
発表

2010年５月 第53回日本糖尿病学会
年次学術集会，岡山

Khookhor O and Sato Y

61 会頭 2010年６月 第61回日本東洋医学会
学術総会，名古屋

佐藤祐造

62.会頭講演「21世紀の漢方医学：生活習慣
病予防治療の新しい可能性を求めて」

学会
発表

2010年６月 第61回日本東洋医学会
学術総会，名古屋

佐藤祐造

63.会長講演「和田啓十郎著『医界之鉄椎』と
漢方の課題」

座長 2010年６月 第61回日本東洋医学会
学術総会，名古屋

佐藤祐造

64. 2型糖尿病モデルラットに対する柴胡加
竜骨牡蛎湯の有用性について

学会
発表

2010年６月 第61回日本東洋医学会
学術総会，名古屋

浅岡哲平，バジョット　
グスタヴ，佐藤祐造

65.日本における糖尿病の臨床2010（Clinical 
aspects of diabetes mellitus in Japan 2010)

講演
会

2010年６月 中国医科大学講演会，
瀋陽，中国

佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

66.生活習慣病の運動処方（肥満・糖尿病・
脂質異常症）

講演
会

2010年７月 第21回日本体力医学会
スポーツ医学研修会，
東京

佐藤祐造

67.高齢2型糖尿病患者における運動介入に
よるインスリン抵抗性改善が認知機能に及
ぼす影響

学会
発表

2010年６月 第52回日本老年医学会
学術集会，神戸

栁川まどか，梅垣宏行，
河野直子，宇野智子，
佐藤祐造

68.漢方医学入門 ：漢方薬は生活習慣病の
予防・治療に役立つ

講演
会

2010年６月 支部懇談会講演会（愛
知学院大学），静岡

佐藤祐造

69.漢方医学入門 ：漢方薬は生活習慣病の
予防・治療に役立つ

講演
会

2010年６月 支部懇談会講演会（愛
知学院大学），日進

佐藤祐造

70.糖尿病の予防 講演
会

2010年８月 医療講演会～認知症・
糖尿病・リウマチ・骨
粗鬆症～（㈶愛知糖尿
病リウマチ痛風財団），
名古屋

佐藤祐造

71.糖尿病指導・支援 /生活習慣指導・支
援１

座長 2010年８月 第51回日本人間ドック
学会学術大会，旭川

佐藤祐造

72 理事
長

2010年９月 第53回東海学校保健学
会総会，静岡

佐藤祐造

73. Situation of exercise therapy for patients 
with diabetes mellitus in Japan - a joint project 
with the Japan Medical Association.

学会
発表

2010年９月 4 6 t h  E A S D  A n n u a l 
Meeting，Stockholm, 
Sweden

Sato Y, Sone H, 
Kobayashi M, 
Kawamori R, Tamura Y, 
Atsumi Y, Oshida Y, 
Tanaka S, Suzuki S, 
Makita S, Ohsawa I, 
Imamura S and 
Watanabe T

74. Effects of Mongolian traditional medical 
plant extract of Gentianaceae on in vivo insulin 
action in streptozotocin ‒ induced diabetic rats.

学会
発表

2010年９月 4 6 t h  E A S D  A n n u a l 
Meeting，Stockholm, 
Sweden

Khookhor O and Sato Y

75.若年層を対象とした栄養と運動の生活
習慣改善プログラムの評価

学会
発表

2010年９月 第57回日本栄養改善学
会，埼玉

武藤亜有，内藤正和，
酒井映子，川崎和彦，
佐藤祐造

76.ワークショップ2「生活習慣改善を踏ま
えた肥満症治療（行動療法，フォーミュラ食
療法，運動療法）」肥満症の運動療法

学会
発表

2010年９月 第３回日本肥満症治療
学会学術集会，東京

佐藤祐造

下村淳子

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.学校（園・所）における入院を要する災害
の調査・分析

共著 2010年２月 日本スポーツ振興セン
ター名古屋支所

佐藤祐造，柘植紳平，
中垣晴男，森田一三，
大澤功，下村淳子，
日本スポーツ振興セン
ター名古屋支所職員

pp.1‒39

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.養護教諭による高校生への性教育の実践
と効果の検討

単著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

pp.31‒38
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

2.過去10年間の分析から捉えた健康相談活
動をテーマとした研究 ─報告等の好例に
ついて─

共著 2010年５月 日本健康相談活動学会
誌，５巻１号

後藤ひとみ，浅田知恵，
石田妙美，北村米子，
五十嵐利恵，鈴木惠子，
下村淳子，田嶋八千代，
真野初美，山崎隆恵

pp.109‒116

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.編集後記 単著
口演
座長

2010年９月
2009年10月

東海学校保健研究，34
巻１号

p.56

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1 口演
座長

2009年10月 第17回　日本養護教諭
教育学会，弘前

下村淳子

2.小学校の休憩時間中における負傷が入院
となる要因分析研究

学会
発表

2009年10月 第68回　日本公衆衛生
学会，奈良

森田一三，下村淳子，
中垣晴男，大澤功，
佐藤祐造

3.小学生の歯周疾患有病と生活習慣要因 学会
発表

2009年10月 第68回　日本公衆衛生
学会，奈良

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，下村淳子，
佐藤祐造

4.小学校における負傷が入院となる災害の
発生状況の分析

学会
発表

2009年11月 第56回　日本学校保健
学会，那覇

下村淳子，森田一三，
中垣晴男，大澤功，
佐藤祐造

5.小学校における負傷が入院となる要因の
テキスト・マイニングによる分析研究

学会
発表

2009年11月 第56回　日本学校保健
学会，那覇

森田一三，下村淳子，
中垣晴男，大澤功，
佐藤祐造

6.課題別研究協議会 指導
助言

2009年11月 平成21年度　愛知県立
高等学校等養護教諭研
究協議会，名古屋

下村淳子

7.日本健康相談活動学会2010年度夏季セミ
ナー

実行
委員
長

2010年７月 日本健康相談活動学
会，日進

下村淳子

8.高校生に対する健康観察と養護教諭の果
たす役割

講師 2010年７月 平成22年度　岐阜県高
等学校教育研究会保健
部会養護教諭部会中濃
支部学習会，可児

下村淳子

9.健康教育における連携について考える 
─これまでの実践をもとに─

講師 2010年８月 平成22年度 授業力・
教師力アップセミナー
,基礎編（生活科），岡崎

下村淳子

水藤弘吏

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.運動指導者養成科目における映像を用い
たプレゼンテーション能力向上の効果

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

pp.57‒65

2.肥満学生おける生活習慣病予防教室の有
用性

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

pp.67‒75
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

3.運動・栄養・休養の包括的指導を行う健
康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

高橋孝郎，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
佐藤祐造

pp.85‒94

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.平成21年度ナショナル合宿（鈴鹿）におけ
る科学サポート：競泳

共著 2010年３月 平成21年度「ジュニア
水泳の育成に関わる科
学支援事業」

水藤弘吏，松井健，
寺本圭輔，村松愛梨奈，
原彩

pp.3‒7

2.あのスーパープレーから何が分かる？ 単著 2010年８月 [STAGE]１ p.7
D　（学会発表等）

演題の名称 発表
形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.運動指導者養成科目における映像を用い
たプレゼンテーション能力向上の効果

学会
発表

2009年11月 平成21年度東海体育学
会第57回大会，日進

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

2.運動・栄養・休養の包括的指導を行う健
康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

学会
発表

2009年11月 平成21年度東海体育学
会第57回大会，日進

高橋孝郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

3.肥満学生における生活習慣病予防教室の
有用性について

学会
発表

2009年11月 平成21年度東海体育学
会第57回大会，日進

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

4.平成21年度東海体育学会第57回大会研究
発表プログラム　ポスター発表

座長 2009年11月 平成21年度東海体育学
会第57回大会，日進

水藤弘吏

5. 実行
委員

2009年11月 平成21年度東海体育学
会第57回大会，日進

水藤弘吏

6.クロールのハイエルボ動作における肩関
節の役割

学会
発表

2009年11月 2009年日本水泳・水中
運動学会年次大会，神奈
川

水藤弘吏，布目寛幸，
池上康男

7 実行
委員

2009年12月 第22回日本トレーニン
グ科学会大会，名古屋

水藤弘吏

8.プールで運動しよう！！ 講師 2010年２月 愛知県口論義運動公園
プール，日進

水藤弘吏

9.スポーツのためのトレーニング理論 講義 2010年３月 第12回スポーツ推薦入
学者オリエンテーショ
ン

水藤弘吏

10.体験実習「自分の身体を科学的に見てみ
よう」

実技
指導

2010年４月 オープンキャンパス体
験実習，日進

水藤弘吏

11. Relationship between high elbow technique 
and motion of shoulder joint in front crawl 
swimming

学会
発表

2010年６月 XIth International 
Symposium on 
Biomechanics and 
Medicine in Swimming
Oslo / Norway, 16‒19, 
June

水藤弘吏，布目寛幸，
池上康男

12.スポーツ・バイオメカニクス 模擬
授業

2010年７月 愛知県立三好高校，日進 水藤弘吏

13.スポーツ・バイオメカニクス 模擬
授業

2010年７月 日本福祉大学付属高等
学校，知多

水藤弘吏

14.体験実習「自分の身体を科学的に見てみ
よう」

実技
指導

2010年７月 オープンキャンパス体
験実習，日進

水藤弘吏

15.『きほんからはじめる「らく・らくスイ
ミング♪♪」』

実技
指導

2010年８月 大学連携講座日進市業
務委託，日進

水藤弘吏

16.運動時の活動筋疲労感覚と交感神経活
動亢進の関係

学会
発表

2010年９月 第65回日本体力医学会
大会，千葉

齊藤，満，大澤功，
水藤弘吏，長崎大
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

17.体験実習「自分の身体を科学的に見てみ
よう」

実技
指導

2010年10月 オープンキャンパス体
験実習，日進

水藤弘吏

高田正義

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.実力の発揮とは 主宰 2009年10月 第72回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

2.実施するための準備をしよう ─行動変
容─

講演
会

2009年10月 なごや健康カレッジ，
名古屋

高田正義

3.コーチングとしてのコミュニケーション
スキル

主宰 2009年11月 第73回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

4.認知を変える 主宰 2009年12月 第74回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

5.運動と心の健康増進～健康づくりと運動
カウンセリング～

講演
会

2009年12月 平成21年度　健康運動
指導士講習会，日進

高田正義

6.ポジティブシンキング 主宰 2010年１月 第75回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

7.メンタルトレーニング，事例検討会 主宰 2010年２月 第76回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

8.健康づくり運動の実際，ストレッチング
と柔軟体操の実際

実技
指導

2010年２月 平成21年度　健康運動
指導士講習会，日進

高田正義

9.健康づくり運動の実際，ウォーミングア
ップとクーリングダウン

実技
指導

2010年２月 平成21年度　健康運動
指導士講習会，日進

高田正義

10.こころが晴れる方法，そっと教えます 講演
会

2010年２月 埼玉県婦人相談員連絡
協議会講演，さいたま

高田正義

11.自分を探そう ─自我状態の把握─ 講演
会

2010年２月 リーダーシップトレー
ニング，長野

高田正義

12.やる気を高める実践プログラム 主宰 2010年３月 第77回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

13.メンタルトレーニングとは何か 講演
会

2010年３月 平成22年度　新入生オ
リエンテーション，日
進

高田正義

14.ラグビー選手のメンタルサポートにつ
いて

学会
発表

2010年３月 第３回　日本ラグビー
学会，大阪

高田正義

15.目標設定と計画性 主宰 2010年４月 第78回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

16.心理的エネルギーのコントロール 主宰 2010年５月 第79回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

17.メンタルトレーニングとは何か 講習
会

2010年５月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会①，大府

高田正義

18.心理的コンディショニング 講習
会

2010年５月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会②，大府

高田正義



138─　 ─

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

19.コーチのためのメンタルスキル（争いと
衝突，女子選手の指導等）

主宰 2010年６月 第80回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

20.目標設定 講習
会

2010年６月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会③，大府

高田正義

21. 姿勢・プラス思考 講習
会

2010年６月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会④，大府

高田正義

22.コミュニケーションスキル（心のターン
オーバー，遊びながら出来るメンタル・ト
レーニング等）

主宰 2010年７月 第81回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

23.プレッシャーとストレス 講習
会

2010年７月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会⑤，大府

高田正義

24.音楽の利用とリラクゼーション 講習
会

2010年７月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会⑥，大府

高田正義

25. 認知の歪み 講習
会

2010年７月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会⑦，大府

高田正義

26. 認知トレーニング 講習
会

2010年７月 豊田自動織機メンタ
ル・トレーニング講習
会⑧，大府

高田正義

27. 「諸見里しのぶ」から見た楽しさについ
て

主宰 2010年８月 第82回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

28. 夏のメンタル 主宰 2010年８月 第83回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会「一日集中
講習会」，日進

高田正義

29. スポーツ少年団に対するメンタル・ト
レーニングについて（両親との関係作り等）

主宰 2010年９月 第84回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

30. 技能五輪強化選手のカウンセリング（構
造物鉄工班）

講習
会

2010年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング①，高浜

高田正義

31. 技能五輪強化選手のカウンセリング（旋
盤，メカトロニクス班）

講習
会

2010年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング②，大府

高田正義

32. 技能五輪強化選手のカウンセリング（旋
盤，機械製図班）

講習
会

2010年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング③，大府

高田正義

33. 技能五輪強化選手のカウンセリング（電
気溶接班）

講習
会

2010年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング④，大府

高田正義

34. 技能五輪強化選手のカウンセリング（機
械製図班）

講習
会

2010年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング⑤，大府

高田正義

高見　観

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.小児の構音発達について 共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

高見観，北村洋子，
加藤理恵，田中誠也，
山本正彦

pp.59‒65
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

2.認定補聴器専門店における実地　演習 共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

北村洋子，川口政夫，
成田文昭，平井俊隆，
高見観，市川和幸

pp.77‒82

3.構音障害に対する治療効果の音響学的考
察

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

加藤理恵，田中誠也，
高見観，杉山祐美，
北村洋子，南克浩，
古川博雄，辰巳寛，
山本正彦

pp.25‒36

4.口唇顎裂，口唇顎口蓋裂患者上気道の CT
画像三次元構築による計測・評価

共著 in press 愛院大歯誌48（4） 高見観，夏目長門，
勝又明敏，有地栄一郎，
大野紀和

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.ことばの発達支援「気になる？発音にも
発達があるのです！」

講演
会

2009年11月 愛知学院大学大学院秋
季公開セミナー

高見観

2.構音指導の理論と実際 講演
会

2010年４月 岐阜市ことばの教室指
導者育成研修，岐阜

高見観

3.口唇口蓋裂の言語治療 講演
会

2010年５月 口唇口蓋裂を考える会
2010年度定期総会，名
古屋

高見観

辰巳　寛

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.自律神経機能検査の原理：神経栄養因子 共著 2009年10月 自律神経，45（5） 山本正彦，辰巳寛，
鈴木聡，祖父江元

pp.486‒491

2.慢性期在宅失語症患者の家族介護者にお
ける介護負担感とその関連要因に関する検
討 ─ Zarit介護負担尺度日本語版（J-ZBI）を
用いた予備研究報告─

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

辰巳寛，山本正彦 pp.9‒16

3．脳外傷者の展望記憶に関する検討 ─存
在想起と内容想起における側頭葉と前頭葉
の関与の違いについて─

共著 2010年６月 高次脳機能研究，30（2）黒崎芳子，梅田聡，
寺澤悠理，加藤元一郎，
辰巳寛

pp.17‒323

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.意味性ジャルゴンから超皮質性感覚失語
へ様相変化したヘルペス脳炎の１例

学会
発表

2009年10月 第33回日本高次脳機能
障害学会，札幌

浜田広幸，辰巳寛，
永井健太

2. Stroke and Aphasia Quality of Life Scale-39
日本語版の作成 ─受容性 ･信頼性 ･ 妥当
性の検討─

学会
発表

2009年10月 第33回日本高次脳機能
障害学会，札幌

神谷茜，伏見貴夫，
堀口利之，鈴木牧彦，
小林範子，辰巳寛

3.慢性期在宅失語症患者の家族介護者にお
ける介護負担感とその関連要因に関する検
討

学会
発表

2009年10月 第33回日本高次脳機能
障害学会，札幌

辰巳寛，神谷茜，
黒崎芳子，仲秋秀太郎，
波多野和夫

4.脳損傷者の時間評価に関する検討 ─過
小評価と過大評価における損傷部位の影響
について─

学会
発表

2009年10月 第33回日本高次脳機能
障害学会，札幌

黒崎芳子，梅田聡，
寺澤悠理，辰巳寛，
富田栄幸，佐藤貴英，
宮原保之

5. Stroke and Aphasia Quality of Life Scale-39
日本語版の信頼性・妥当性の検討と，失語
症家族の介護負担感とその関連要因に関す
る予備研究報告

学会
発表

2009年11月 第18回東海神経心理・
神経精神・行動神経
学・認知リハビリテイ
ション研究会，名古屋

辰巳寛
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

6.一側視床下核深部脳刺激術後に著明な構
音障害を来たしたパーキンソン病の１例：
病態の特徴と Lee Silverman Voice Treatment
（LSVT）の効果について

学会
発表

2010年３月 第126回日本神経学会
東海北陸地方会，名古
屋

宮崎雄，渡邊宏久，
祖父江元，梶田泰一，
田中康博，辰巳寛，
山本正彦

7.失語症における介護者の介護負担感とそ
の関連要因に関する検討

シン
ポジ
スト

2010年３月 心身科学研究所シンポ
ジウム

辰巳寛

8.視床下核刺激法（STN-DBS）後の パーキ
ンソン病患者に対する言語療法 ─ リー・
シルバーマンの音声治療（LSVT） にて奏効
した１例─

学会
発表

2010年５月 第５回　愛知県言語聴
覚士協会総会，名古屋

田中誠也，田中康博，
辰巳寛，渡辺宏久，
山本正彦

9.慢性期の混合性ディサーリアに対して複
合的言語治療が奏功した一例　9.慢性期の
混合性ディサーリアに対して複合的言語治
療が奏功した一例

学会
発表

2010年５月 第５回　愛知県言語聴
覚士協会総会，名古屋

杉山裕美，田中康博，
辰巳寛，山本正彦

10.嚥下失行が疑われた重度嚥下障害患者
の訓練経過

学会
発表

2010年５月 第５回　愛知県言語聴
覚士協会総会，名古屋

松山美江，大平加世子，
辰巳寛，近藤真巳子

11.視床下核刺激法（STN-DBS）後の パーキ
ンソン病患者に対する言語治療効果 ─リ
ー・シルバーマンの音声治療（LSVT） にて
奏効した１例─

学会
発表

2010年６月 第11回　日本言語聴覚
学会，大宮

田中誠也，田中康博，
辰巳寛，西尾正輝，
渡辺宏久，山本正彦

12.覚醒下開頭術における腫瘍摘出中の言
語評価について

学会
発表

2010年６月 第11回　日本言語聴覚
学会，大宮

下田伊津子，二村美也子，
辰巳寛，藤井正純，
前沢聡，若林俊彦

13.失語症患者の健康関連 QOLに関与す
る因子の検討 ─ SAQOL─39日本語版を
用いた検討ー

学会
発表

2010年６月 第11回　日本言語聴覚
学会，大宮

神谷茜，伏見貴夫，
堀口利之，鈴木牧彦，
小林範子，辰巳寛

14.重複障害者の理解と支援について 講演
会

2010年８月 名古屋瑞穂ライオンズ
クラブ総会，名古屋

辰巳寛

15.パーキンソン病患者の構音障害に対す
る最新の言語治療法について

講演
会

2010年９月 第５回春日井在宅看護
勉強会，春日井

辰巳寛

玉川達雄

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.健康日本21の問題点 単著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

玉川達雄 pp.105‒111

内藤正和

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.地域のスポーツイベントにおけるボラン
ティア活動に関する研究 ─依頼型のボラ
ンティアに着目して─

単著 2009年３月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

内藤正和 pp.7‒15

2.運動指導者養成科目における映像を用い
たプレゼンテーション能力向上の効果

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

pp.57‒65

3.肥満学生における生活習慣病予防教室の
有用性

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

pp.67‒75
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

4.運動・栄養・休養の包括的指導を行う健
康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

高橋孝郎，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
佐藤祐造

pp.85‒94

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.地域スポーツ振興における地方自治体と
大学の連携に関する一考察─地域住民のニ
ーズに着目して─

学会
発表

2009年11月 日本体育・スポーツ政
策学会第19回大会，千
代田区

内藤正和

2.運動指導者養成科目における映像を用い
たプレゼンテーション能力向上の効果

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進市

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

3.肥満学生における生活習慣病予防教室の
有用性

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進市

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

4.運動・栄養・休養の包括的指導を行う健
康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

学会
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進市

高橋孝郎，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
佐藤祐造

5.体育・スポーツが地域・社会に果たす役
割─大学の取り組み─

シン
ポジ
ウム

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，日進市

内藤正和

6.地域におけるスポーツ政策 講義 2009年12月 ソシオ成岩スポーツク
ラブ主催スポーツリー
ダーセミナー

内藤正和

7.リーダーシップをとるためには 講義 2010年２月 第42回愛知学院大学リ
ーダーシップトレーニ
ング

内藤正和

8.スポーツ選手としてのキャリア形成 講義 2010年３月 愛知学院大学スポーツ
推薦入学者オリエンテ
ーション

内藤正和

9.総合型地域スポーツクラブにおけるＮＰ
Ｏ法人化の影響に関する研究

学会
発表

2010年３月 日本 NPO学会第12回
年次大会，京都市

内藤正和

10.若年層を対象とした栄養と運動に関す
る生活習慣改善プログラムの評価

学会
発表

2010年９月 第57回日本栄養改善学
会学術総会，坂戸市

武藤亜有，酒井映子，
内藤正和，川崎和彦，
佐藤祐造

長崎　大

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Effects of Daily Mechanical Horseback 
Riding on Insulin Sensitivity and Resting 
Metabolism in Middle-Aged Type 2 Diabetes 
Mellitus Patients

共著 2010年８月 N a g o y a  J o u r n a l  o f 
Medical Science (72）

Hosaka Y, Nagasaki M, 
Bajotto G, Shinomiya Y, 
Ozawa T and Sato Y

pp.129‒137

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.心身ともに健康になる秘訣「健康的に正
しく歩く秘訣」

実技
指導

2009年10月 なごや健康カレッジ，
名古屋

長崎大

2.運動指導者養成科目における映像を用い
たプレゼンテーション能力向上の効果

口頭
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，名古屋

伊藤秀郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

3.運動・栄養・休養の包括的指導を行う健
康づくり教室が運動継続に及ぼす影響

口頭
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，名古屋

高橋孝郎，内藤正和，
水藤弘吏，長崎大，
佐藤祐造

4.肥満学生における生活習慣病予防教室の
有用性について

口頭
発表

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，名古屋

西口雄生，長崎大，
内藤正和，水藤弘吏，
佐藤祐造

5.平成21年度東海体育学会第57回大会 事務
局長

2009年11月 東海体育学会第57回大
会，名古屋

長崎大

6.講義：ランニングをはじめよう，実技：
かっこういいランニングをしよう

講
義 ，
実技
指導

2009年12月 ランニングを始めよ
う！，財団法人愛知県
教育・スポーツ振興財
団，日進

長崎大

7.健康づくり運動の実際　静的レジスタン
ストレーニング　実習

実技
指導

2010年２月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会（愛知
会場）

長崎大

8.健康づくり運動の実際　動的レジスタン
ストレーニング　実習

実技
指導

2010年２月 平成21年度健康運動指
導士養成講習会（愛知
会場）

長崎大

9.県営グランドファミリー陸上競技記録会 協力 2010年３月 家族の絆づくり事業
「元気な家族，岡崎の県
営グランドに集ま
れ！」（財）愛知県教
育・スポーツ振興財
団，岡崎

長崎大

10 庶務
幹事

2010年３月 第14回日本体力医学会
東海地方会学術集会，
名古屋

長崎大

11.運動とカラダ，学びのトリセツ～体育・
スポーツ系が目指すもの～

模擬
授業

2010年４月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

12.発育期にある子ども達のスポーツ活動
と栄養

講演 2010年７月 一色町スポーツ指導者
養成講座，一色町教育
委員会，一色町

長崎大

13.運動とカラダ，学びのトリセツ～体育・
スポーツ系が目指すもの～

模擬
授業

2010年７月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

14.運動とカラダ，学びのトリセツ～体育・
スポーツ系が目指すもの～

模擬
授業

2010年８月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

古川博雄

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.上顎腫瘍切除患者の発音機能に関する研
究　皮弁症例について

共著 2009年６月 顎顔面補綴，32巻１号 岡崎祥子， 井上知佐子， 
尾澤昌悟， 天野優一
郎， 宮前真， 吉岡文， 
浅見和哉， 佐藤徹， 
伊藤美知恵， 古川博雄， 
夏目長門， 田中貴信

pp.1‒5
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

2. A RELATIONSHIP BETWEEN 
NONSYNDROMIC CLEFT LIP OR CLEFT 
LIP AND PALATE AND 
METHYLENETETRAHYDROFOLATE 
REDUCTASE (MTHFR) GENE A1298C 
POLYMORPHISMS IN MONGOLIAN

共著 2009年12月 Aichi-Gakuin Dental 
Science，22巻

Lkhagva-Ochir 
Erkhembaatar, 
Tserenkh and Tsooj, 
Yoshida W, 
Goto T, Niimi T, 
Furukawa H, 
Fujiwara K, 
Tumendemberel 
Ochirbat, 
Minami K, Suzuki S, 
Koshiji C, Ariuntuul G, 
Erkhembaatar Tudevdorj, 
Natsume N

pp.19‒24

3. MATERNAL A1298C POLYMORPHISM 
OF THE 
5,10-METHYLENETETRAHYDROFOLATE 
REDUCTASE IS ASSOCIATED TO 
OCCURRENCE OF CLEFT PALATE ONLY 
IN MONGOLIANS

共著 2009年12月 Aichi-Gakuin Dental 
Science，22巻

Tserenkhand Tsooj, 
Lkhagva-Ochir 
Erkhembaatar,
Yoshida W, 
Ariuntuul Garidkhuu, 
Lkhagvasuren 
Tserenkhuu, 
Erkhembaatar 
Tudevdorj, Furukawa H, 
Fujiwara K, Niimi T, 
Minami K, Suzuki S, 
Goto T, Koshiji C, 
Maeda H, Natsume N

pp.25‒33

4.口唇口蓋裂児の言語発達（第1報）　口唇
口蓋裂児と機能性構音障害児のWPPSI知
能診断検査による評価

共著 2010年３月 愛知学院大学歯学会
誌，48巻１号

伊藤美知恵，上村里沙， 
加藤正子， 神野恵里， 
井上知佐子， 富永智子，
 早川統子， 名倉知里， 
岩田阿佑美，下田伊津子， 
反橋美希，長瀬好和， 
広瀬紀子， 牧野日和， 
加藤大貴， 古川博雄， 
夏目長門

pp.15‒20

5.口唇口蓋裂児の言語発達（第2報）　乳幼
児精神発達診断法（0～2歳時）とWPPSI知
能診断検査（4歳時）による分析

共著 2010年３月 愛知学院大学歯学会
誌，48巻１号

伊藤美知恵，神野恵里，
加藤正子，上村里沙，
井上知佐子，富永智子，
早川統子，名倉知里，
岩田阿佑美，下田伊津子，
反橋美希，長瀬好和，
広瀬紀子，牧野日和，
加藤大貴，古川博雄，
夏目長門

pp.21‒26

6.構音障害に対する治療効果の音響学的考
察

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

加藤理恵，田中誠也，
高見観，杉山裕美，
北村洋子，南克浩，
古川博雄，辰巳寛，
山本正彦

pp.25‒36

7.口唇裂患者に認められた上唇部類表皮嚢
胞の１例

共著 2010年６月 障害者歯科，31巻２号 加藤大貴，外山佳孝 ,
石川拓，井村英人，
阿知波学美，鈴木聡，
新美照幸，古川博雄，
藤原久美子，秋山芳夫，
前田初彦，夏目長門

pp.242‒246
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.歯槽と鼻腔にポリープ状の腫瘤を認めた
正中裂の１例

学会
発表

2009年10月 第54回日本口腔外科学
科総会・学術集会，札
幌

南克浩，井村英人，
新美照幸，古川博雄，
菅原利夫，夏目長門

2.歯科受診において HIV感染が明らかと
なった1症例

学会
発表

2009年10月 第54回日本口腔外科学
科総会・学術集会，札
幌

藤原久美子，古川博雄，
新美照幸，南克浩，
井村英人，鈴木聡，
加藤大貴，夏目長門

3.当科における口唇口蓋裂患者に対するイ
ンプラント治療

学会
発表

2009年10月 第54回日本口腔外科学
科総会・学術集会，札
幌

南克浩，村上弘，
古川博雄，新美照幸，
井村英人，藤原久美子，
菅原利夫，夏目長門

4.口唇形成術術後に認められた類皮・類表
皮嚢胞に関する検討

学会
発表

2010年４月 第34回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，東京

加藤大貴，藤原久美子，
古川博雄，南克浩，
新美照幸，井村英人， 
鈴木聡，石川拓， 
夏目長門

5.顎裂部に歯胚を含む腫瘤を認めた1症例 学会
発表

2010年４月 第34回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，東京

藤原久美子，新美照幸， 
南克浩，古川博雄， 
井村英人，加藤大貴， 
鈴木聡，芝崎龍典，
前田初彦，夏目長門

6.口唇口蓋裂患者に関する疫学的研究（第
49報）　当センターにおける1997年～2008
年の調査

学会
発表

2010年４月 第34回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，東京

長瀬好和，加藤大貴，
外山佳孝，古川博雄，
南克浩，新美照幸，
藤原久美子，鈴木聡，
石川拓，井村英人，
芝崎龍典，伊藤美知恵，
井上知佐子，富永智子，
早川統子，夏目長門

7.日本人非症候群性口唇口蓋裂の発症と葉
酸代謝酵素遺伝子多型における関連解析

学会
発表

2010年４月 第34回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，東京

後藤尊広，新垣敬一，
仲間錠嗣， 石川拓，
天願俊泉，古川博雄，
南克浩，新美照幸，
鈴木聡，藤原久美子，
吉田和加，越路千佳子，
夏目長門，砂川元

8.上顎骨延長術の周術期に問題を生じた口
唇口蓋裂患者の治療経験

学会
発表

2010年６月 第20回日本顎変形症学
会総会，札幌

南克浩，井村英人，
藤原久美子，古川博雄，
夏目長門

村松　喬

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Disruption of the midkine gene (Mdk) delays 
degeneration and regeneration in injured 
peripheral nerve.

共著 2009年10月 J Neurosci Res. 87巻13
号

Sakakima H, Yoshida Y, 
Yamazaki Y, Matsuda F, 
Ikutomo M, Ijiri K, 
Muramatsu H, 
Muramatsu T, 
Kadomatsu K

pp.2908‒2915

2. Carbohydrate Markers of ES cells 共著 2009年10月 Trends Glycosci 
Glycotech. 21巻120号

Muramatsu T, 
Muramatsu H

pp.197‒206
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

3. Midkine, a heparin-binding cytokine with 
multiple roles in development, repair and 
diseases

単著 2010年４月 Proc Jpn Acad Ser B 
Phys Biol Sci. 86巻４号

pp.410‒425

4. Midkine inhibitors: application of a simple 
assay procedure to screening of inhibitory 
compounds

共著 2010年６月 Int Arch Med.　３巻１
号　オンライン番号12

Matsui T, 
Ichihara-Tanaka K, 
Lan C, Muramatsu H, 
Kondou T, Hirose C, 
Sakuma S, Muramatsu T

pp. 1‒5

5. Increased trabecular bone formation in mice 
lacking the growth factor midkine

共著 2010年８月 J Bone Miner Res. 25巻
8号

Neunaber C, Catala-
Lehnen P, Beil FT, 
Marshall RP, Kanbach V, 
Baranowsky A, 
Lehmann W, Streichert 
T, Ignatius A, 
Muramatsu T, Schinke 
T, Amling M

pp.1724‒1735

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.細胞膜硫酸化糖鎖の識別と免疫系制御 シン
ポジ
ウム
講演

2009年11月 東北薬科学大学学術フ
ロンティアシンポジウ
ム

村松喬

山本正彦

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.自律神経機能検査の最近の進歩：神経栄
養因子

共著 2009年10月 日本自律神経学会 山本正彦，祖父江元，他 pp.486‒491

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. The significance of carpal tunnel syndrome 
in transthyretin Val30Met familial amyloid 
polyneuropathy.

共著 2009年10月 Amyloid 16(3) Koike H, Morozumi S, 
Kawagashira Y, 
Iijima M, Yamamoto M, 
Hattori N, Tanaka F, 
Nakamura T, 
Hirayama M, Ando Y, 
Ikeda SI, Sobue G

pp.142‒148

2. Single nucleotide polymorphism of TAG-1 
influences IVIg responsiveness of Japanese 
patients with CIDP.

共著 2009年10月 Neurology 73(17) Iijima M, Tomita M, 
Morozumi S,　
Kawagashira Y, 
Nakamura T, Koike H, 
Katsuno M, Hattori N, 
Tanaka F, Yamamoto M, 
Sobue G

pp.1348‒1352

3. Exploration of pathogenesis and therapy 
development for ALS employing sporadic 
disease model.

共著 2009年11月 Rinsho Shingeigaku 
49(11)

Tanaka F, Waza M, 
Yamamoto M, Sobue G.

pp.811‒813
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

4. Distinct characteristics of amyloid deposits 
in early- and late-onset transthyretin Val30Met 
familial amyloid polyneuropathy.

共著 2009年12月 J Neurol Sci 287(1‒2) Koike H, Ando Y, 
Ueda M, Kawagashira Y, 
Iijima M, Fujitake J, 
Hayashi M, 
Yamamoto M, Mukai E, 
Nakamura T, 
Katsuno M, Hattori N, 
Sobue G

pp.178‒184

5.小児の構音発達について 共著 2009年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第５号

高見観，北村洋子，
加藤理恵，田中誠也，
山本正彦

pp.59‒65

6.家族性アミロイドポリニューロパチーの
若年発症例と高齢発症例の比較からみたア
ミロイド沈着の病態解析

共著 2009年12月 末梢神経 20(2) 小池春樹，冨田稔，
両角佐織，川頭祐一，
飯島正博，山本正彦，
安田武司，向井栄一郎，
伊達紫，塩見一剛，
中里雅光，祖父江元

pp.166‒167

7.慢性期在宅失語症患者の家族介護者にお
ける介護負担感とその関連要因に関する検
討

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

辰巳寛，山本正彦 pp.9‒15

8.構音障害に対する治療効果の音響学的考
察

共著 2010年３月 心身科学，第２巻第１
号

加藤理恵，田中誠也，
高見観，杉山裕美，
北村洋子，南克浩，
古川博雄，辰巳寛，
山本正彦

pp.25‒35

9. Novel mutation in X-linked Charcot-Marie-
tooth (CMTXI) disease associated with central 
conduction slowing on brainstem auditory 
evoked potential (BAEP).

共著 2010年６月 Rinsho Shingeigaku 
50(6)

Akimoto C, Morita M, 
Yamamoto M, Nakano I

pp.399‒403

10. c-Ret-mediated hearing loss in mice with 
Hirschsprung disease.

共著 2010年７月 Proc Natl Acad Sci USA 
107(29)

Ohgami N, Ida-Eto M, 
Shimotake T, Sakashita 
N, Sone M, Nakashima T, 
Tabuchi K, Hoshino T, 
Shimada A, Tsuzuki T, 
Yamamoto M, Sobue G, 
Jijiwa M, Asai N, Hara A, 
Takahashi M, Kato M

pp.13051‒
13056

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.慢性期在宅失語症患者の家族介護者にお
ける介護負担感とその関連要因に関する検
討

学会
発表

2009年10月 第33回日本高次脳機能
障害学会，札幌

辰巳寛，山本正彦，
神谷茜，黒崎芳子，
仲秋秀太郎，波多野和夫

2.一側視床下核深部脳刺激術後に著明な構
音障害を来したパーキンソン病の１例

学会
発表

2010年３月 第126回日本神経学会
東海北陸地方会，名古
屋

宮崎雄，渡辺宏久，
梶田秦一，田中康博，
辰巳寛，山本正彦，
祖父江元

3. Videofluorography in spinal and bulbar 
muscular atrophy (SBMA)

学会
発表

2010年４月 62th American Academy 
of Neurology Annual 
Meeting 2010, Toronto

Banno H, Katsuno M, 
Suzuki K, Tanaka S, 
Kawashima M, Suga N,
Hashizume A, 
Fujimoto Y, 
Yamamoto M, Sobue G
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

4.球脊髄性筋萎縮症における嚥下造影の定
性的・定量的解析

学会
発表

2010年５月 第51回日本神経学会総
会，東京

坂野晴彦，勝野雅央，
鈴木啓介，田中誠也，
川島基，須賀徳明，
橋詰淳，藤本保志，
山本正彦，祖父江元

5. FAP ATTR Val30Met孤発例の臨床病理の
検討

学会
発表

2010年５月 第51回日本神経学会総
会，東京

小池春樹，冨田稔，
両角佐織，川頭祐一，
飯島正博，山本正彦，
田中章敬，祖父江元

6.神経変性疾患における dynactin-1と細胞
周期関連分子の発現解析

学会
発表

2010年５月 第51回日本神経学会総
会，東京

池中建介，蒋月梅，
田中章景，勝又竜，
河合香里，黄哲，
勝野雅央，山本正彦，
祖父江元

7.慢性期の混合性ディサーリアに対して複
合的言語治療が奏功した一例

学会
発表

2010年６月 第５回愛知県言語聴覚
士会総会・学術集会，
名古屋

杉山裕美，田中康博，
辰巳寛，山本正彦

8.視床下核刺激法（STN-DBS）後の パーキ
ンソン病患者に対する言語療法

学会
発表

2010年６月 第５回愛知県言語聴覚
士会総会・学術集会，
名古屋

田中誠也，田中康博，
辰巳寛，渡辺宏久，
山本正彦

9.視床下核刺激法（STN-DBS）後の パーキ
ンソン病患者に対する言語治療の効果

学会
発表

2010年６月 第11回言語聴覚士協
会・日本言語聴覚学
会，大宮

田中誠也，田中康博，
辰巳寛，西尾正輝，
渡辺宏久，山本正彦

10.家族歴を認めない FAP ATTR Val30Met
の臨床病理の検討

学会
発表

2010年９月 第21回日本末梢神経学
会，仙台

小池春樹，橋本里奈，
冨田稔，両角佐織，
川頭祐一，飯島正博，
山本正彦，田中章景，
祖父江元

11. Charcot-Marie-Tooth病150例のマイクロ
アレイ DNAチップによる遺伝子診断

学会
発表

2010年９月 第21回日本末梢神経学
会，仙台

橋口昭大，徳永章子，
岡本裕嗣，中村友紀，
有村公良，高嶋博，
祖父江元，小池春樹，
田中章景，山本正彦，
中川正法
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